特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年５月10日４０7号
春のハイキング　4日　柳生から笠置まで14km　26000歩　ゴールデンウイークの後半の4日には柳生から笠置までの少し健脚向きのハイキングを実施しました。新芽に彩られた山間の14ｋｍの散策で、3時にゴールの笠置めざして歩きました。少しきつい上り坂が難所でしたが、参加者の健脚ぶりが見事に発揮され、誰一人落後することなく完歩、見事3時ごろに笠置駅に到着。今回はこれまでになく長距離コースなので、寄り道は家老屋敷の見学を一カ所に絞る。かなり高齢者が中心でしたが、足取りも軽く軽快なスピードが持続できていました。終了後は自主的に美味しいビールで乾杯、互いの体力に自信が持てて盛り上がりました。次回は子ども達も参加できるコースをという意見を生かした計画にするつもりです。
●里山農園の開拓　里山農園は少し入り込んだ谷あいにあります。谷の入口からの里道を100mほど進みますとぱっと視界が広がり、素晴らしい景色になります。ここまでの道のそばの放棄田はしのぶ竹がものすごく生い茂り、開墾は難しいと多くの方々が感じておられました。又ここが切りひらかれたら気持ちがいいのだが・・という事でした。今回購入した自走式草刈り機は、こうした期待にしっかりと応えてくれる優れモノです。二日間で約5時間の作業で復旧出来ました。藤の蔓が絡みつきしのぶ竹が壁になる「とても刈り払い機では太刀打ち出来そうにない」と見ただけでしり込みをする大変なところでしたが、見事に刈り取ることが出来、次に耕運機で耕せば田圃に復元することが出来ます。残るところ畦と法面のしのぶ竹を取り除けば谷合いの畑まで見通しがきくようになります。軽トラックの進入がさらに容易になり、見通しがよくなり、素晴らしい農地が実現することになります。皆さんも一度里山農園にお越しください。農業部会ではナスなどが実を結び出したころバーベキューをと言ったお祭りをしようと意気込んでいます。
●府地域力事業報告の追加報告40項目の連絡が来る　地域力再生プロジェクト事業の23年度の事業報告は２６０万円の会計報告を提出しました。今回提出した領収書のうち４０項目に付いて説明不十分という事で再度の明細説明が求められました。何れも記述不記載、不十分という事でしたので、訂正報告説明書を作成して、返送しました。このように事業報告書の作成を完璧に行う事はなかなか難しいことです。特に里山の会では庶務と会計の二つの部署の強化が指摘されてきましたが、先送りされてきました。組織の成長に合わせた充実は今こそ必要です。２４年度からNPO法の改正があり、充実した取組を進めるにあたって、何としても改善を進めなければならないと思います。この部門を担当して戴ける人材の応募をお待ちしています。ご協力をお願いします。
●NPO会計報告の基本は、発生主義で処理を　８日の専門家相談会で　これまで里山の会の会計方針は、京都府の環境関係の助成事業を受けた時の指導で提起された「現金主義」を基本として堅持してきました。23年度の決算に際して、助成金の入金が次年度に払いこまれる状況から、会計処理に付いて議論が集中していました。何れの対処方法も意見も間違いのないもののように見られますので、NPO活動助成センターの専門家相談会に出向きました。その結果「発生主義」が会計簿記の基本になっているとのことで、本日の事務局会議でこれを報告し、全員が了承確定しました。又11日に開催される認定NPOへの学習会にもぜひ出席することを申し合わせました。
●草刈り作業に応募を　10日　9時30分　打田の田圃に集まって　新芽の5月になりました。野も山も元気いっぱいの芽吹きが感じられます。しかしいつになく少し肌寒さも残っています。異常気象でしょうか強烈な竜巻の発生があって驚きました。しかし、確実に移ろいを感じますね。田んぼでは苗代がつくられ、トラクターの快音があちこちから聞かれます。10日に私たちの田圃の畦や斜面の草刈りを行って田植え準備を行います。早苗を植え付けるだけでなくこうした畦の手入れも大事な準備です。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
●宇治ホーレスタへご参加ください　集合：11日(金)午前9時30分　京田辺市市役所駐車場　今注目の喜撰山揚水式ダムがある天ヶ瀬へ植物の観察が企画されています。前号で紹介した天ヶ瀬里山の会にも時間があれば回れればと考えていますが、いかがでしょうか。ダムから自動車で3ｋｍほど移動して観察会を行います。久しぶりの山での取り組みです。ご期待下さい。　時間に遅れないようにご集合を、集合場所で乗合わせなどの打合せを行います。
●農業部会　里山農園　　5日　トマトやカボチャの植え付けと草引きを実施　連休中はかなり天候が不順でしたが、この日はなかなかよい天気で、集まった4人が一生懸命に草引きをしました。いよいよ温かくなってくると勢いを増して成長します。少しでも早く引いておくことが秘訣です。持参したカボチャとトマト苗を植えつけました。
●防賀川の植樹　元気に新芽を出し、成長を続けています。東北震災1年目の3月に植樹　この時期なにもかも元気になります。植樹したハナミズキは最も小さかったのですが、負けずに新しい葉を伸ばしています。
●城陽市教育委員会・文化体育振興課主催キッズスポーツ☆チャレンジ広場（6月2日）の講師依頼があり、担当職員3名と現地視察　8日13時から　一昨年には同じ取組み要請がありました。2年ぶりに山城大橋下で魚とりや水遊び、自然の草原の中でひと時を過ごします。ワンドとして魚のゆりかごがありましたが、流れの変化で様子がすっかり変わっています。どのような魚が見つかるでしょうか。楽しみです。
●13日（日）春の木津川花散策　集合：9時30分　近鉄寺田駅（出発）約5km　古川や城陽排水機場、そして城陽を代表する農業地「あらす」のサツマイモ畑を見ます。そして木津川堤防からの360度の景色を眺め、ふるさとを学びましょう。
●13日（日）春の野鳥観察会　集合・9時30分　木津川流域センター（山城町）ここは木津川で最も野鳥の楽園とこれまで評価されてきました。樹木の伐採があり、どのように変化しているのでしょうか　植田先生と一緒に観察しましょう。
●19日（日）絶滅寸前種「レンリソウ」観察会　集合:10時00分　新田辺・西口。　淀川のシンボルフイッシュはイタセンパラです。植物では木津川のレンリソウでしょう。まもなく開花時期を迎えます。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
●26日（土）田植え体験　集合：10時　京田辺市普賢寺小学校　参加費500円　稲作は日本が瑞穂の国である屋台骨です。今年も早苗をご一緒に植えつけましょう。4ヵ月後には見事に実ります。一粒の種から少なくとも700粒の米が実りますよ。
●27日（日）木津川ワークショップ　集合：13時　山城大橋東詰　魚やワンドなどご一緒に木津川を調べましょう。今木津川は河床低下という大変化が進行しています。自然流水で取入れができた水の水位が低くなって利用できなくなっています。そして先の大水で流れ橋のコンクリートで作られていた橋脚が流されるという状況になっています。近鉄鉄橋を見ますと約4ｍ以上も基礎がむき出しになりました。水の流れる幅が狭くなり深くなってしまいました。話によりますと上流からの土砂の供給がダムで少なくなり、下流では砂が掘削されるのでその分、河床低下が続いているようです。かつての木津川は綺麗な砂が川幅一杯に広がりさらさらと遠浅で、駆け回ることができましたが、その面影は全くなくなりました。このままでは流水の集中化がさらに進み、木津川が魅力の無い川になってしまうのではないでしょうか。みんなでご一緒に考えて見ませんか。どうしたら素晴らしくいい川になるのでしょうか。ご参加下さい、ご意見をお待ちしています。



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

